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　Acorrelation　between　flavonoiCl　glycoside　contents 　of　leaves　of　wild 　Houttuynia　 cordata 　and 　the

amount 　of　light　in　the　natural 　habitat　has　been　reported ．　 In　this　study ，　the　effects 　of 　light　conditions

on 　the　growth 　and 　yie王d　of 　the　plant 　and 　on 　the　fiavonoid　glycoside 　contents 　of 　the　leaves　was 　studied

in　a　field　in　Tsukuba ．　 The 且avonoid 　glycoside　contents 　of　the　leaves　of 　the　wild 　plants　growing 　in

bright　and 　shaded 　places　were 　also 　studied ．　 The　yield　of　the　aerial 　part 　Qf 　plants　cultivated 　under

ashaded 　 condition （shading 　rate 　ca ．43％ ） was 　the　highest．　 However ，　the　flavonoid　glycoside
content 　of 　leaves　was 　the　highest　when 　the　plant　was 　 cultivated 　without 　 a　shade （open ） and

decreased　as 　the　shading 　rate 　increased．　 In　the　case 　of　wild 　plants，　too，　those 　growirlg　in　brighter
places　had　higher　leaf　flavonoid　glycoside 　contents 　and 　this　result 　agreed 　well 　with 　the　result 　Qf　our

P「esent 　cultivation 　experirnent 　in　the　field，

Keywords 　　Houttuynia 　cordata ；fiavonoid　glycoside　content ；cultivation ；shaded 　condition

　 ドクダ ミ Hozattaynia　cordata 　THUNB ．は，古 くか ら民 間

で利尿，消炎剤 と して 利用 され，日本薬 局方 に お い て は ，

花期 の 地上部が 生 薬 ジ ュ ウ ヤ ク と し て 収 載 され て い る
3）．

日本特殊農産物協会 の 資料 に よれ ば ， 平 成 4 年 の 十 薬 （ド

クダ ミ） の 輸 入 量 は 650t， 国内生産 （主産地 は 鹿児島県，

徳 島県）は 185tと な っ て い る
4｝．近年，健康茶 の 原料 と

して も需 要 が 増 えて い る ドク ダ ミ は，山野 の 日 陰 庭 の 湿

地 に は える 多年草 で，畑，樹園地 に 侵 入 す る と根 絶 しが た

い た め に，害草
5〕 と認 識 さ れ る こ と も多く栽培 化 は 進 ん で

い な い ．中山 間 地 作物 と して ドクダ ミが 注 目 され，収 穫量

と施肥 量 に つ い て の 報告 が あ るが
6）

，

一
般 に 栽培 データ の

少 な い 植物 の
一

つ で あ る．前ea1）で，野生品 ドクダ ミ の フ

ラ ボ ノ イ ド配糖体含量 に つ い て 検討 を行 っ た と こ ろ，生 育

場所，特 に 光条件 と成 分 含 量 に 関連 が 推 察 され た．そ こ で，

圃場に お い て 遮 光条件 下 で ドクダ ミを栽培 し ， 光 条件 が 生

育お よ び 成 分 含 量 に 及 ぼ す影響 に つ い て 検討を行 っ た ．

実験材料 お よび方法

　野生品 ：1992年 4 月 26 日〜7 月 26 日の 期 間 に ， 岐阜県

内の 78 か 所 で 野 生 の ドク ダ ミを採 取 した ．採 取 地 の 日 照

時間，すな わ ち常 に 日向 ， 常 に 日陰 ， 半 日 日 向の 3 グル
ー

プ に 分 け，各 20個 体 に つ い て 葉の フ ラ ボ ノ イ ド配糖体 の

定 量 を行 っ た．

　育苗方法 ：筑 波薬 用 植物栽培 試 験 場 で 栽培 して い る ドク

ダ ミの 地上茎 （2〜3 節，約 4g ） を，1992年 4 月 28 日 に

赤玉 土 に 挿木 し，2 か 月 間育苗 した．

　定 植 方 法 ：1992年 6 月 28 日に，発 根 し た 苗 を 圃 場 （筑

波 試 験 場）に 畦 間 7ecm ， 株間 15cm の 栽植密度 で 定植

した．

　肥 料 条件 ：基 肥 と し て 1a 当た り，化成 肥 料 （N ：P ：

K ＝15−15−15）2kg ，菜種 油粕 10　kg，苦 土 石 灰 10　kg，

堆 肥 100kg を定植前 に全 層に施した．1993年 6 月 2 日 と

（45 ）
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1994 年 3 月 18 日 に，化成肥料 を各一々 2kg ／a を追 肥 と し

て 施 し た．

　 遮 光 条 件 ： 1994年 3 月 22 日
〜8 月 18 日の 期間，黒 色寒

冷 紗 を用 い て ，寒冷紗 1枚 （遮光率 43．4± 6．3％，pF 値
7｝

2．04〜2．69，栽 培 面 積 2．1m × 11．8m ），寒 冷 紗 2枚 （遮

光 率 63．4±4．5％ ， pF 値 L18 〜2．11，栽 培 面 積 2．1m ×

11．8m ）の 遮 光 区 と， 寒 冷 紗 な し （遮光 率 0％ ，
　 pF 値

2 ．48〜2．90， 栽培面積 4．2m × 11，8n1） の 対 照 区 を設 定

し た．1992年 7月 1 日〜1994 年 3月 10 日の 期 間 は，遮 光

区の み 寒冷紗 1 枚 で 覆い を行 っ た ．

　 生育調査 ：1994 年 5 月 19 日 か ら 7 月 13 日 の 期間 で 約

10 日 毎 に 6 回 調査 を行 っ た．各試 験 区か ら無作為 に 地 上

部 茎 5 本 を収穫 し，草丈，分 枝数，葉数，葉面積，葉生 重

量，地 上 部生 重 量を測定 した．また，40℃ で 48時聞通風

乾 燥 し，乾 物重 量 を測 定 し た 後，フ ラ ボ ノ イ ド配糖体 の 定

量 試 料 と した．月平 均 気 温 は，5 月 17．4℃，6 月 20，5℃，

7 月 26ユ ℃ だ っ た．

　 収 量 調 査 ：1994年 6 月 30 日，収 穫区 1m2 に つ い て 地

上 部 す べ て を収穫 し，地 上 茎 数，地 上 部 生 重 量 お よ び乾 物

重 量 を測 定 した．

　 土 壌水分値 の 測 定 ： 1994年 6 月 28 日〜7月 15 日の 期間

で テ ン シ オ メーター （藤 原 製作所，Kiya 　No ．345−E ，測 定

範囲 pFO 〜2．9） に よ り pF 値 を測定 した．

　 遮 光 率 の 算 出 ：1994年 5 月 19 日お よ び 6 月 2 目の 午後

1時 30分 に 多機能光度計 （CONMIC −100B 型）に よ り照

度を測 定 し， 遮 光率を算出 した．

　葉面 積 の 測 定 ：卓上 面 積計 （LI−COR 社製 ，
　 LI−3100）に

より測定 した．

　 フ ラ ボ ノ イ ド配 糖体の 定量 ： ドク ダ ミに 含有 さ れ る 5 種

の フ ラボ ノ イ ド配糖体 （quercitrin，　 hyperin，　 rutin ，　 iso−

quercitrin，　 afzelin ）を 前報 の 方 法
1）

に 従 っ て 定 量 し，そ

の 合 計 を総 フ ラ ボ ノ イ ド含 量 と し た．

　統計処 理 ：各測 定値 につ い て ， 分 散分 析 を行 い 最小 有意

差 （LSD ；least　significant 　difference）s｝を もと に解析 した．

結果 お よび 考 察

　 野 生 品 ドク ダ ミの 葉の 成 分

　 主 フ ラ ボ ノ イ ド配 糖体 成 分 は，quercitrin で，総 フ ラ ボ

ノ イ ド含 量 の 75％ 前後 を示 した （Fig．1）．目向 に 生 育す

る株 の 方 が 日 陰 に 生 育 す る株 よ り も，有 意 （5％ 水 準 ）に

高い 含量 を示 し た．

　生育の 季節変化

　 草 丈 は，経 時的 に 増加 し，5 月 31 日 以 降，処 理 問 で 有

意差 （5％水準）が 認 め られ た （Fig．2）．寒冷紗 に よ り覆

い をした 遮光区 で は，著 しく地上茎 が 伸長 し，6 月 21 日

頃か ら倒伏す る株 が 観察 さ れ た が ，対照区 で は 倒伏株 は 認

め られ なか っ た ．地 上 部 乾 物 重 は ，6 月 中旬 まで は 増 加す

る が，その 後 は 減少 と増 加 が 交互 に 表 わ れ た （TABLE　I＞．

こ の 現 象 は，生 育が 進 む に つ れ て 下 部 の 葉 が 枯 れ る こ と も

一因 と考 え られ る．処 理 間 で の 有 意 差 は 認 め られ なか っ た．

乾燥歩留 ま りは生 育初期 に 減 少 傾 向が 認 め られ るが，経時

的 に 増加 した，遮光率が 高い ほ ど乾 燥 歩 留 ま りは 減 少 傾 向

に あ り，処 理 間 で 有 意 差 （5％ 水 準 ）が 認 め られ た （TABI．E

I）．1地 上 茎 当 た りの 総 葉 面 積 は ， 遮光区で 大 き い 値 を示

した が，個体間の ば らつ きが 大きく，有意差 は認 め られ な

か っ た （TABLE 　D ．こ れ は ，対照 区 で は 葉 1 枚 は 小 さ い

が 枚数 が 多い こ と，遮光区で倒伏 に よ り葉 が 枯れ，枚数 は

少 な い が 1枚 の 面積 が 広 い こ とに 起 因す る と考 え られ る．

地 上 茎 に 占め る葉 の 割合 は，地 上 茎 の 生長 に と もな い 新 葉

が 増 加す るが ，

一
方で 下 部 の 葉 が枯れ る こ とに よ り経 時的

な減 少 傾向 を示 した （TABLE 　I）．

　成分 の 季節変化

　各試験 区 と も，季節を通 じて 主 フ ラ ボ ノ イ ド配糖体成分

は，quercitrin だ っ た （Fig．3）．遮光 区 で は ，　 quercitrin

含 量 は経 時的に 減 少 す る傾 向が 認 め られ た が，対照 区で は

減 少傾 向 は観 察 さ れ な か っ た．各成 分 共 に 対 照 区 で よ り含

量 が 高く， 処 理 間 で 有意差 （5％水 準）が 認 め ら れ た．こ

の こ とは，先に 述べ た 野生品 ドクダ ミの 葉 の 調査結果 と
一
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Fl9．1．Flavonoid　Contents　in　the　Leaves　Qf　Houttuynia
cordata 　Grown 　in　the　Wild

Each　 cQlumn 　 represents 　the　 mean ± S．D ，（％ ＝

20），Different　small 　letters　above 　column 　repre ・

sent 　signi 且cant 　difference　among 　3　Plots　at 　5％
level　by　LSD 　test．　LSD （t

＊

；0．05＞＝O．4220 （quer・

citrin ），　0．0251　（rutin ），　0．Ol34　（isoquercitrin），
0，0180 （afzelin）．　Open　field：plants　were 　grQwn

in　full　of 　sunshine 　a　whole 　day，　intermediate：
plants　were 　grown 　in　full　of 　sunshine 　almost

half　a　day，　shady 且eld ： plants　 were 　grown 　in
forest　floor．

（46 ）
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Fig. 2.Time  Course of  the Length of  Terrestrial Stem

Each  column  represents  the mean ± S.D. (n=
5) . Different small  letters above  column  repre-

sent  significant  difference among  3 plots at  5%
level by LSD  test. LSD  (t'; O,05) =4.951  (May
31),3.963 (Jun.9),6.377 (Jun.21),13.41 (Jun.
30), 12.48 (Jul, 13). Control: unshaded,  shield

1: shaded  with  one  cheese-cloth,  shield  2: shad-

ed  with  two  cheese-cloths.
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Fig. 3.

contrel shierd 1 shield2

Time  Course of  the  Flavonoid Con-
tents in the Leaves of  lfouttaynia cor-

dkta Cultivated under  Various Cendi-
tionsEach

 column  represents  the mean ± S.
D. (n=5). Control: unshaded,  shield

1 : shacled  with  one  cheese-cloth,  shield

2: shaded  with  two  cheese-cloths.

TABLEI.  Characteristics of  the  Aerial Part of  Hbutttryniaco7dtila

 Dryw?EihtRate of  dry weight  LsD
 per  fresh weight
     (%) (t*i O.05)Total

 Ieaf area
 (cm21planO

  LSD(t*;
 o.

   Distribution ratios  LsD
     of  the leaves
05) (%) (tii O.05)

May  19control 1.43± O
shieldl  1.50± O
shielcl2 1.16± O

.35.39.5112.51± o.ssa
12.20± o.7sa
10.64±O.95b

1.507224.42 ± 49.
240.41 ±  66.
210.37± 82.

032874 69.91± 3.37
65.89±  4.30

68.96± 3.84

May  31control  1.87± O.
shielcl1  1.95± O.
shield2  1.82± O.

18154111.87±o.3ga
11.02± o.74ab
10.14± O.69b

1.105376.45 ± 55.
393.66± 23.
423.83± 88.

661505 56.96± 4.26
58.10±  5.24
54.45± 1.19

Jun. 9control  2.70± O
shieldl  2.67 ± O

shield2  2.16± O

.67.65.9512.77± o.4oa
11.14 ± O.67b

9.31± O.34c

O.885393.27 ±101
448.03 ± 97
425.01± 183

.18,68.37 55.16± 1.62
58.91 ± 13.56
56.09± 5.78

Jun. 21control  2.
shieldl  2.
shield2  3.

25± O.7248
± O.8003
±O.92

13.76± o.32a
11.98± O.54b
10.52± O.43C

O.934325.89 ±119.
387.53± 105.
531.42±162.

448279 53.21± 3.lga
47.32 ±  1.81b
50.65± 2.sgab4.581

Jun. 30control  2.83 ± O
shieldl  3.71± 1
shielcl2  2.91±O

.75.06.8114.54 ± O.67a
11.60± 1.05b
ll.39± O.62b

1.697414.67 ± 106

617.59±136
464.03± 156

.73.30.69 52.32± 2.34a
45.27± 2.66b
43.70± 2.65b4.635

JuL 13control  2.59± 1
shieldl  2.62±O
shield2  3.66± 1.17.26.21

15.46± O.96
13.87±2.93
12.05 ± O.9e

342.72±180.
284.39±  66.
584.41±220.

42a88aOlb233.4946.79 ± 4.56
37.41±  5.13

45.69± 6.68

Mean ±S.D. (n=5).
Values with  different small  letters are  significantly  different among  3 plots at  5%  level by LSD  test.

Control: unshaded,  shield 1: shaded  with  one  cheese-cloth, shield 2: shaded  with  two  cheese-cloths.

(47)
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Fig．4．　 Time 　Course　of 　the　Total　Flavonoid　Contents
　 　 　 in　the　Leaves

　　　 Each　column 　represents 　the　mean ±S．D．（n ＝

　　　 5），Different　small 　letters　above 　column 　repre −

　　　 sent 　significant 　difference　arnong 　3　plots　at　5％
　　　 level　by　LSD　test，　LSD （t

＊
；0．05）＝0．484 （May

　 　 　 l9），0．464 （May 　31），0，576 （Jun、9），0．376 （Jun．
　　　 21），　0．886　（Jun，30），0．731　（Jul，13）．　Control：

　 　 　 unshaded ，　 shield　 l ； shaded 　 with 　 one 　cheese −

　 　 　 cloth ，　 shield 　2 ： shaded 　with 　two 　 cheese ・cloths ．
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Fig．5，　 Comparison 　 of 　the　Yield　 of 　the　Aerial

　　　 Part　of 　Houttuツnia 　cordala 　Cultivated

　　　 under 　Various　Conditions（June　3G，1994）
　　　 Each　 column 　represents 　the　mean ±S．D ．
　　　 （n ＝3）．CQntrol： unshaded ，　shield　1 ：shad ・

　 　 　 ed 　with 　one 　cheese ．cloth ，　 shield 　2： shaded

　 　 　 with 　two　 cheese −cloths ．

致 し た．また 総 フ ラ ボ ノ イ ド配糖 体 含 量 で 比 較 す る とそ の

差 は 明 らか で，対照 区で は経時的変化 は ほ とん ど認め られ

なか っ た が ，遮光区で は 経時的に 減少 し た （Fig．4）．

　地 上 部収量

　単 位 面 積 （1m2）当 た りの 収量 は，遮 光率 43％区 で 高

か っ た．こ の 区 で は 地 上 茎 1本 当 た りの 平 均 重 量 が 重 く，

収 穫 され た 地 上 茎 数 も多か っ た （Fig．5）．

結 論

　1． 遮光区で は 地 上部の 生 育 は 徒長 し，倒伏 す る 株 が 認

め られ た．

　2． フ ラ ボ ノ イ ド成分 は 非遮 光区で 高含 量 で あ e，遮 光

率が 高 い ほ ど減 少 傾 向 が 認 め ら れ た．

　3． 非遮 光区に お い て ，
フ ラ ボ ノ イ ド含 量 は 経 時 的 に 変

化 しな い こ とが 明 ら か に な っ た。

　4．地 上 茎 1 本 当 た りの 乾 物重 で は 処 理 間に 顕著 な 差は

認め ら れ な か っ た が
， 収量 は 遮光率 43％区で 最 も多か っ

た ．

　5． 野 生 品 ドク ダ ミ の 葉の フ ラ ボ ノ イ ド含量 は，日 向で

生 育 した 株 で 有 意 に 高 く，遮 光栽培 試 験 結 果 と一致 した．

　 6． フ ラ ボ ノ イ ド含 量 の 点 で見 る と， ドク ダ ミを 圃 場で

栽培す る場合，遮光す る必要性 は低 い こ とが 明 らか に な っ

た ．

　 7．　 ドクダ ミ を林床下な ど を利用 し遮光栽培 した 場合，

倒伏 に より薬用部分 の 減少が 考え られ，また 生 育 に と もな

い フ ラ ボ ノ イ ド含 量 が 低 下 す る の で ，収 穫 は 生 育 旺 盛 な 6

月 下 旬 と考 え られ る．
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